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はじめに 

我が国では医療・介護者不足が進む中で、医療の質・

安全管理の確保に関する問題は大きな課題となって

いる。要介護認定者も増加し、転倒予防の重要性が指

摘されている 1）。医療現場においては、看護師は多角

的な方法で転倒予防対策を実践しているが、転倒や転

落事故は患者の主体的な行動に伴って発生する場合

もあり、事前の予測が困難な場合が多い。 

医療現場において、転倒予防を担う介護ロボットが

注目され始めている。機器の導入を推進するためには

活用方法の構築や、操作者側の負担感等を把握する必

要がある 2）。近年に導入されたシルエット見守りセン

サを含む3次元距離画像センサは、試験段階における

評価はされているが、臨床導入後の効果や操作する看

護師側からの報告は見当たらない。 

本研究では介護ロボット(シルエット見守りセンサ)

導入の効果について明らかにすることを目的として、

患者と看護師の両面から２つの調査を実施した。今後

の介護ロボットを活用した医療・介護支援に有効な基

礎資料として役立てたい。 
 

調査Ⅰ：機器導入による転倒転落事故の低減効果 

１．研究方法 

1）研究対象者および調査期間 

A病院に入院し、機能的自立度評価法(FIM)でADL評

価がされている患者 941名(男性 589名 女性352名)

を対象者とした。調査期間は 2015年 11月～2017年

10月の2年間とした。 

2) データの収集方法 

電子カルテから、入院患者の属性、FIM、転倒数等 

の情報を収集した。また、インシデントレポートから 

 

転倒状況の情報収集を行った。 

3) 解析方法 

SPSS Statistics Ver.24.0 for Windowsを用いた。 

4) 倫理的配慮 

本研究は、A病院の倫理審査委員会による承認を得

て実施した（課題番号：2018007）。 

２．結果 

 1）対象者の属性とFIM 

男女の割合は約 2 対 1 で男性が多く、平均年齢は

63.5±17.2であり、女性の方が有意に高かった。 

運動FIMは、入・退院時ともに男性が女性より有意

に高く、認知FIMには有意差は見られなかった。 

2）導入前後における対象者の属性とFIM  

導入前の対象者は455名、導入後は486名で、対象

者数に差はなく、年齢、FIM にも有意差はなかった。 

3) 転倒群における導入前後の変化 

(1) 属性とFIMの変化 

導入前後で男女とも年齢に有意差はなかった。FIM

では、入・退院時の運動FIMは、全体と男性で導入後

の点数が有意に高かった。 

運動FIMの点数を高中値群と低値群にし、導入前後

と入・退院時の運動FIMとの関連を検討した。入院時

では、導入前後と運動 FIMに有意な関連が認められ、

低値群が 43％から 14％まで減少した。また、退院時

でも同様に、低値群が 31％から 9.5％まで減少した。 

(2) 転倒状況の変化 

導入前後の転倒回数と時間には有意な関連があり、

夜間の転倒が 32％から 14％まで減少した(表 1)。男

性では、夜間の転倒が 36.6％から 11.4％に有意に減
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少した。女性では、いずれも有意な関連はなかった。 

調査Ⅱ：機器導入による介護者（看護師）の業務改 

善効果や負担感について 

１．研究方法 

 アンケート調査とインタビュー調査を行った。  

 A.アンケート調査 

1) 対象者及び調査期間 

看護師17名に、導入3ヶ月後と1年半後に調査を

行った。調査は2017年2月と2018年8月である。 

2) 調査項目 

質問内容は、属性の他、看護師の業務改善効果や負

担感に関する計5項目の質問で構成した。 

B.面接調査 

1) 対象者及び調査期間 

機器を使用した看護師 17 名にオープンセッション

によるインタビュー調査を行った。期間は導入1年半

後の2018年8月である。 

2) 分析方法 

 2～3名を 1グループで面接を行い、SCAT法により

カテゴリーを抽出し、ストーリーラインを作成した。 

２．結果 

A. アンケート調査  

1) 調査対象者の属性 

年齢は20～50代、男女比は男性1：女性5であり、

看護師経験年数は2年～35年であった。 

2) 機器の理解、介護負担感、業務改善効果 

導入3ヶ月後は、誤報・失報を除き、他の項目の平

均点は7～8点(10点満点)で、転倒予防や業務改善効

果が高いと評価していた(表2)。１年半後には、操作

性の満足と訪室回数の軽減感が有意に低下していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B.インタビュー調査 

63 のテクストと 15 のサブカテゴリーが得られた。

最終的に[抑制からの解放][職業倫理的ジレンマ][機

器管理から発生する負担感][業務改善への複雑的影

響][使用対象者の選定状況][発展的展望]の 6カテゴ

リーが抽出された。 

考察 

転倒者における導入後の運動FIMの点数が、導入前

に比べて有意に高く、夜間帯に男性の転倒回数が有意

に減少したことが認められた。機器導入により運動

FIMの低い者の転倒を予防できたと推察される。夜間

の男性のみで転倒回数が減少したことは、男性の方が

女性より若年で活動性も高く、単独動作により転倒を

誘発し易かった状況が、導入後には看護師が対応出来

るようになったと推察される。アンケート調査では、

導入 3 ヶ月後の高評価が１年半後には操作性の満足

感と訪室回数の軽減感が有意に低下した。面接調査も

それを裏付けるように、導入当初には、療養状況の可

視化により効率的な訪室が行えるようになったこと

や、非拘束な患者との関わりを提供できるようになっ

た等、センサ導入に対する肯定的な意見が多かった。

しかし、１年半後には誤報・失報の増加など否定的な

意見が出てきており、経年に伴う機器の不調等による

代償業務が生じ、介護負担の大幅な軽減には繋がって

いないことが示唆される。誤報・失報については、当

初より問題を抱えており早急な対応が望まれる。 
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表1 センサ導入前後における転倒状況の変化 

表2 導入後における看護師の業務改善効果や負担感 
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